しています わね」 

「ふん、 機雷に 似た ところ も ある けれど、 機雷 は 海の 

中に ある もので、 こんな 山の 中に ある はずがない」 

四 人の 登山者 は、 それから 谷間 をった わって、 下手 

へお りていった。 みんな 何となく おそろし いが、 しか 

し 自分た ちで 発見した もの だから、 ぜひ その 正体 をた 

しかめたかった。 

ようやく そばへ 近よ る ことが 出来た。 

ちょ つけい 

沢の まん 中に、 直径 三メ— トル も あると 思われる 

金属 球が、 でんと 腰 をす えていた。 表面 は ぴかぴかに 

こうたく 

光沢 を 放って いる。 十字に バンドが して ある。 アイ- 



ボルトが 何 本 か うちこん である。 一 同 は その まわり を 

まわって みた。 

「や、 字が 書いて ある」 

たしかに 字が 書いて ある。 書いて あると いうより、 

字 を 酸 水素 焰か なんかで 焼きつ けて あると いった 方が 

正しいで あろう。 

X 取扱注意。 扉 A を 開け X 

それだけの ことが 書いて ある。 

はて、 この 球 は 一たい Ira であろう。 



中から 火星人の 手紙 かなん か 入つ てい るん じ やな 

い？」 

「火星から じ やない よ。 だ つて このと ぉリ X 取扱注意、 

扉 A を 開け X と、 日本 文字で 書いて あるんだ から、 こ 

れは 日本で こしらえ たものに ちがいない」 

「早く、 その 扉 A というの を あけて みた 方が よかない 

でしよう か」 

「そうだ。 それが いい。 そうしょう」 

ひょうめん 

扉 A というの は どこかと、 球の 表面 を さがしまわつ 

た 結果、 後ろの 方に 半ば 土に うず もれて X 扉 A X と 書 

いて ある ものが 見つかった。 土 を 掘って みると、 扉 A 



たると きょ リー 一十 年 以上た つ ている こと をた しかめた 

後、 この 少年 を 冷凍 球の 中から とりだして いただきた 

い。 それ は むずかしい ことで はない。 この 底の B とし 

るした 金属 板 を 焼きき ると、 その 中には 電気の プラグ 

が ある。 その プラグへ 五十 サイクル 交流 電気 を百ボ ル 

卜の 電圧で 供給 すれば、 四十 八 時間 後に は、 自動的に 

球が ひらいて、 小 杉正吉 少年が 出て 来る であろう。 そ 

れ までの 四十 八 時間 は、 静かに この 球 をお く 以外に 何 

も 手 を 加えて はならない。 

昭和 一 一十一 一年 八月 十三 曰 



五 トン ぐら いのもの がらく にもち あがる へ リコ プタ ー 

(竹とんぼ 式 飛行機) を 一 台 至急 ここまで まわして く 

こうくう 

れ るよう に、 航空 商会の 千代 田 支店に 頼んだ。 

二十 分 ほどす ると、 空から 一台のへ リコ プタ— が ゆ 

う ゆうと 下りて 来た。 頼んだ のりものであった。 カン 

ノ 博士た ち は、 ハンカチ ー フを ふった。 

ちゃくりく かもつ こ 

着陸した ヘリ コプタ ー の 貨物 庫の 中に、 金属 球 を 

入れた。 それから 博士た ち は 客席へ 入った。 ヘリ コプ 

タ ー は 間もなく 離陸して、 東京へ 向った。 

とちゅう 相談の 結果、 拾った 金属 球 はャク 大学の 生 

理学部の 大 講堂へ 持込み、 そこで 開く ことにき めた。 



る ものだった。 こんなつ いたて を 用いた わけ は、 金属 

球の 中から 出て 来る はずの 小 杉正吉 少年 を、 あまりた 

くさん の 見物人の ためにび つくり させない ための 心づ 

かいだった。 

カン ノ 博士と あと 五 人の 人 だけが ついたての 中に 

入った。 そして 金属 球の 扉 A の 中に あった 注意書のと 

おり、 その 底 を やぶって 電気の プラグ を 出し、 それに 

指定 どおりの 交流 電気 を 送り こんだ。 それ はちょう ど 

午前 十 時 だ つ た。 

よくよく じ つ 

その 翌々 日の 午前 十 時に、 みんなが 手に あせに ぎつ 

ている うちに、 その 球 は 花が ひらく ように、 しずかに 



と、 女&サ クラ 博士 は、 すぐ こたえた。 

「ねえ、 小 杉 君。 君 はまず、 はじめに どこ を 見物した 

いです か」 

と、 カン ノ 博士 はきいた。 

「そうです ね。 まず 第一に 見た いのは、 三十 年 前に、 

ぼくの 住んで いた 東京の 銀座 をみたい です ね。 同じと 

ころ を 歩いて みたいです」 

少年 は、 なつか しげに 銀座の 名 をい つた。 

「よろしい。 ではす ぐ 出かけましょう。 しかし、 あな 

たは 少々 おどろく ことでしょう」 

一 同 は 正吉を 連れて 食堂 を 出た。 



ん 日本 は 関係がない のです がね —— そのために、 おび 

ただしい 原子爆弾が 用意され ました。 そのと き 世界の 

学者が 集って 組織して いる 連合 科学 協会と いうの が 

あって、 そこから 大 警告 を 出した のです。 それ は 二つ 

の 重大な ことがらでした」 

「どういうんで すか、 その 重大 警告と いうの は …… 」 

「その 一 つ はです ね、 いま 戦争 を はじめよう とする 両 

国が 用意した おびただしい 原子爆弾が、 もし ほんとう 

に 使用され た ときには、 その 破壊力 はとても すごい も 

のであって、 そのために われらの 住んで いる 地球に ひ 

びが 入って、 やがて いくつかに 割れて しまう であろう- 
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てんくう 

「連合 科学 協会 員 は 最近 天空に おいてお どろくべき 

かんそく 

観測 をした。 それ はどうい うこと であるか というと、 

わが 地球 を ねらって こちらへ 進んで くる ふしぎな 星が 

あると いう こと だ。 それ は 彗星で はない。 その 星の 動 

こうろ 

きぐ あいから 考える と、 その 星 は 自由 航路 をと つてい 

る。 つまり、 その 星 は 飛行機 や ロケット などと 同じよ 

うに、 大宇宙 を 計画的に 航空して いるの だ」 

「へえ ー ッ。 すると その 星に は、 やっぱり 人間が 住ん 

でいて、 その 人間が 星 を 運転して いるんで すね」 

「ま、 そうでし ようね —— だから われわれ は、 もう 



「それ は、 です ね。 わが 地球人 類の 中の 悪い やつが、 

ひそかに 原子 弾 を かくして 持って いまして ね、 それ を 

飛行機に つんで 持って来て、 空から おとす のです」 

「どうしてで しょうか」 

「どうしてでしょう かと、 おっしゃ います か。 つまり 

一 J うと-つ 

昔から ありました、 強盗 だの ギャング だのが。 今の 強 

盗 や ギャングの 中には、 原 子 弾 を 使う 奴が いるので す。 

だいこんらん 

ど ー ン とおと してお いて、 その 地区が 大 混乱に おちい 

ると、 とびこんで いって 略奪 を はじめる のです。 で 

すから、 そういう 連中 を 警戒す るた めに も、 あれが 必 

要な のです」 



地下と いえば、 正吉の 地下鉄の 中の かびく さいにお 

てつどうせんろ お-つ だん 

い を 思い出す。 鉄道線路の 下に 掘られて ある 横断 用の 

地下道の、 あのく らい 陰気な、 そして じめじめしたい 

やな 気持 を 思 い 出す。 ま た 炭坑 の 中の むしあつ さ を 思 

い 出す。 

だが、 区長た ちに 案内され ていった 地下街 は、 まつ 

たく 違って いた。 陰気で もな く、 じめじめ なんかして 

おらず、 すこしも かびくさくない。 またむ しあつい こ 

となん か、 すこしもなかった。 それから また、 いきが 

つまる ような こと もなか つ た。 

だから、 まるで 気 もちの いい 山の 上の 別荘の 部屋に 



「ああ、 あれ はほんと うの 空じゃなかった のです か I 

I うん、 そうだ。 地面の 中に もぐって いて、 青空が 見 

える はずがない」 

正吉 は、 うっかり 思い まちがい していた ことに 気が 

ついて、 顔が あかくな つた。 しかし、 それほど ほん も 

のの 秋 空に 見える のだった。 

区長 は、 正吉 を、 りっぱな 本屋に つれこんだ。 奥 は 

住宅に なって いた。 いわゆる アバ— トメ ント 式の 住宅 

であった。 そのうちの 一軒の 前に 立った 区長 は、 扉 を 

こつこつと 叩いた。 すると 中から 返事が あった。 女の 

声 だ つ た。 



正吉と 母親と は 抱きあって うれしなみだ にくれ まし 

た。 

「お母さん、 よく 長生き をして いて くれ ましたね」 

しんぞう 

「正吉 や。 お母さん は 一 度 心臓病で 死に かけたん だけ 

れど、 人工心臓 をつ けて いただい てこのと おり 丈夫に 

なつたん です よ」 

「人工心臓で すって」 

「見える でしよう。 お母さん は 背中に Ik 囊 のよう な も 

の を 背お つてい るでしょう。 それが 人工心臓 なのよ」 

正吉は 見た。 なるほど 母親 は、 背中に 妙な 四角い 箱 

を 背お つてい る。 



「そうでし たね」 

「では、 まず そこへ 案内し ます かな。 ちょうど よかつ 

た。 すぐ そこの ァスカ 農場で も 作って いますから、 

ちょ つとの ぞいて いきましょう」 

の-つじよ-つ 

ァスカ 農場 だとい う。 地上に は 田畑 も 果樹園 もな 

いと 区長さん はいって いる。 それ にもかかわらず 農場 

と 名のつ くと ころが あるの はお かしい。 まさか、 地中 

に その 農場が ある わけで も あるまい。 地中で は、 太陽 

の 光と 熱と を もたらす ことができ ないから、 農作物が 

育つ わけがない。 

「ここです。 はいりましょう」 



大きな ビルの 中に 案内され た。 こんな 会社の ような 

建物の 中に、 いったい どんな 農場が あるので あろう か。 

が、 案内され て 三十 年後の 地下 農場 を 見せられ たと 

き、 正吉は あっとお どろいた。 

かぼちゃ も、 きゅうり も、 いね も 昔の 三等 寝台の よ 

かさ たな 

うに、 何 段 も 重なった 棚の 上に うえられ ていた。 みん 

なよ く 育って いた。 

「このき ゆうり を 見て ごらんなさい 〔# 「ごらんなさい」 

は 底本で は 「ごらん さい 匕」 

そこの 技師から いわれて、 正吉は そのき ゆうり をみ 

ていた。 



五十 倍の 増産が らくに 出来る 今の 世の中に、 遅配 だの 

飢餓 だのと いう ことが 分らな いのは あたり 前 だ。 

海底 # 巿 

動く 道路 を 降りて 丘に なって いる 一 段 高い 公園み た 

いなと ころへ あがった。 もちろん 地中の こと だから 頭 

てんじよう 

上に は 天井が ある。 壁 も ある。 その 広い 壁のと ころ 

すいぞくかん すいそう 

どころ に、 大きな 水族館の 水槽の のぞき 窓みたい に、 
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